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研究要旨 前縦靭帯骨化症による嚥下障害と頭蓋頸椎アライメントの関係について検討し
た。嚥下障害を伴う患者では、PIAが顕著に小さく、嚥下障害の原因となると考えられた。
手術によりPIAは増大し、嚥下障害は改善した。 
 
 
 
Ａ．研究目的 
前縦靭帯骨化症に嚥下障害を合併するこ

とが知られているが、その病態について不
明な点が多い。本研究では、頭蓋頚椎アラ
イメントと嚥下障害の関係について検討し
た。 
 
Ｂ．研究方法 

11名の嚥下障害をともなう前縦靭帯骨化
症の患者と12名の嚥下障害を伴わないびま
ん性全身性骨増殖症の患者の頭蓋頚椎アラ
イメントについて比較検討した。 
 
（倫理面への配慮） 
施設内のIRBで審査を受け、許可され

た。 
 
Ｃ．研究結果 
嚥下障害を伴う患者群では、O-C2角、PI

Aが小さく、C2-C7角が大きかった。手術に
より、PIAが大きくなり、嚥下障害が改善
した。 
 
Ｄ．考察 
既存文献では、前縦靭帯骨化症による嚥

下障害の予測因子として、骨化巣の大きさ
や局在などが挙げられている。本研究では
骨化巣の大きさと局在を包含する指標とし
て、PIAを用い、嚥下障の予測が可能であ
った。また、嚥下障害のある患者ではO-C2
角が低下しており、頭蓋頸椎アライメント
の影響も示唆された。 
 
Ｅ．結論 
嚥下障害の原因として、頭蓋頸椎アライ

メントが影響すると考えられ、手術の際に
はPIAが増大し、90度以上となるように手
術計画を立てることが望ましいと考えられ
た。 
 
Ｆ．健康危険情報 
なし 
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